
 

 

 

 

 

４月２３日  音羽山              藤村 敏幸 

山 名 音羽山 山行名 春山練習登山 

ルート 京阪大谷駅 ―＞ 音羽山 ―＞ 桜の馬場 ―＞高塚山 ―＞醍醐寺―＞醍醐駅 

山行日 令和４年４月２３日         天 候 晴れ 

参加者 
ＣＬ：藤村 ＳＬ：北條 佐々木 染谷 玉井 西川 伊藤多恵子 大西  

一般の方 大形 多田 森田 山本 

 

    京阪大谷駅  →  音羽山 

      

醍醐寺    ← 桜の馬場          

      

コースタイム 桜の馬場発 11:30 

京阪大谷駅発 8;00 高塚山着 12;22 

音羽山着 9:45 醍醐寺着 13:55 

桜の馬場着 11:00   

２年連続してコロナ禍により中止した春山ですが、今年はコロナ禍も段々と下火になり安

心して１回目の練習登山を迎えることになる。練習登山については普通であれば、愛宕山や

比良山系とするところですが、毎年同じ所では飽きられるので、高低差 500m でアクセスのよ

い近隣の山を調査して音羽山と生駒山に決めました。音羽山登山道は殆どが東海道自然歩道

に含まれ、難所や急坂には階段が、又尾根筋は道幅が広く穏やかな勾配で、更に途中にはト

イレ小屋まであるような整備された道である。ただ尾根筋でも木立の中の歩行で眺望は全く

なく、唯一眺望できるのは音羽山頂上だけである。そこからは山科盆地、新緑が眩しい比叡

山、そして琵琶湖を望むことができた。昼食は桜の馬場でする。時期が遅くボタン桜が数本

咲いているだけで、４月上旬であれば名前の通り満開の桜見学をしながらの昼食であったと

思う。高塚山は三角点ですが、一面木立に囲まれた高台で YAMAP がなければ見落すような平

凡な場所である。醍醐寺裏山の下り道は、何通りも道筋があり、本筋が分からないがとりあ

えず一番大きい道を下る。天気予報では曇りでしたが、段々と晴れ昼過ぎには少し汗ばむよ

うな晴天となり、又一般の方も健脚でほぼ予定通りの時間に下山できました。皆さんどうも

ご苦労さまでした。  

ヒヤリハットなし 

                                          

    

 

 

 

 

 

 

 


